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一
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

日
本
国
有
鉄
道
清
算
事
業
団
の
債
務
等
の
処
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
三
十
六
号
。
以
下
「
債
務
等
処
理

法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
負
担
に
対
し
て
、
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
「
Ｊ
Ｒ
」
と
い 

 
 

う
。
）
が
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｊ
Ｒ
に
お
い
て
検
討
中 

 

で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

債
務
等
処
理
法
に
基
づ
き
Ｊ
Ｒ
が
負
担
す
る
具
体
的
な
額
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
日
本
鉄
道
共
済
組
合
が
Ｊ
Ｒ
に
デ
ー
タ

の
提
供
を
求
め
つ
つ
、
計
算
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

Ｊ
Ｒ
等
（
新
幹
線
鉄
道
に
係
る
鉄
道
施
設
の
譲
渡
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
四
十
五
号
）
附
則
第
十
九
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
日
本
国
有
鉄
道
改
革
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
八
十
七
号
）
第
十
一
条
第
二
項
の
承
継
法
人
、
運

輸
施
設
整
備
事
業
団
及
び
債
務
等
処
理
法
第
九
条
の
指
定
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
負
担
は
、
債
務
等
処
理
法
が
施 

 

行
さ
れ
た
平
成
十
年
十
月
二
十
二
日
か
ら
生
じ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
等
は
、
日
本
鉄
道
共
済
組
合
に
対
し
て
、
①
日
本
国
有
鉄
道 

衆
議
院
議
員
坂
上
富
男
君
提
出
旧
国
鉄
債
務
の
Ｊ
Ｒ
各
社
強
制
負
担
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

三 

 



 

清
算
事
業
団
の
債
務
等
の
処
理
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
年
政
令
第
三
百

三
十
六
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
日
本
国
有
鉄
道
改
革
法
等
施
行
法
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
等
に
関
す
る
政

令
（
昭
和
六
十
二
年
政
令
第
五
十
三
号
）
第
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
に
、
負
担
配
分
率
を
乗
じ
て
得
た
額

の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
と
②
債
務
等
処
理
法
の
施
行
の
日
か
ら
①
の
額
が
す
べ
て
納
付
さ
れ
る
ま
で
の
間
の
利
子
に
相

当
す
る
額
と
を
合
算
し
た
額
を
負
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
利
子
に
相
当
す
る
額
は
、
資
金
運
用
部
預
託
金
に
付

す
る
利
子
の
利
率
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
六
十
二
年
政
令
第
三
十
二
号
）
第
一
条
第
六
号
に
掲
げ
る
利
率
に
よ
り
生
ず
る
も

の
と
し
て
計
算
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

次
に
、
Ｊ
Ｒ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
日
本
鉄
道
共
済
組
合
に
対
し
て
毎
年
度
支
払
わ
れ
る
べ
き
額
は
、
日
本
国
有
鉄
道
清
算
事
業

団
の
債
務
等
の
処
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
三
百
三
十
五
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
日
本
鉄

道
共
済
組
合
の
当
該
年
度
の
予
算
を
も
っ
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
鉄
道
共
済
組
合
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
八
十
二
号
）
附
則
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
、
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
九
年
政
令
第
八
十
五
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定

す
る
納
付
日
に
お
け
る
厚
生
年
金
保
険
の
管
掌
者
た
る
政
府
に
対
す
る
移
換
金
の
納
付
に
支
障
を
生
じ
な
い
よ
う
、
期
限
を 

四 

 



 

四
及
び
五
に
つ
い
て 

三
に
つ
い
て 

1 

平
成
八
年
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
基
づ
き
日
本
鉄
道
共
済
組
合
の
長
期
給
付
事
業
が
平
成

九
年
四
月
に
厚
生
年
金
保
険
に
統
合
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
日
本
鉄
道
共
済
組
合
が
厚
生
年
金
保
険
の
管
掌
者
た
る
政
府
に

対
し
て
納
付
す
る
も
の
と
さ
れ
た
移
換
金
に
係
る
日
本
国
有
鉄
道
清
算
事
業
団
（
以
下
「
事
業
団
」
と
い
う
。
）
の
負
担 

 

分
の
う
ち
昭
和
六
十
二
年
四
月
に
行
わ
れ
た
日
本
国
有
鉄
道
の
経
営
形
態
の
抜
本
的
改
革
（
以
下
「
国
鉄
改
革
」
と
い 

 

う
。
）
時
に
Ｊ
Ｒ
の
社
員
と
な
っ
た
者
に
係
る
国
鉄
改
革
前
の
国
鉄
共
済
組
合
の
組
合
員
期
間
（
以
下
「
改
革
前
組
合
員 

 
 

 
 

 

ま
た
、
当
該
期
限
ま
で
に
Ｊ
Ｒ
か
ら
日
本
鉄
道
共
済
組
合
へ
の
支
払
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
Ｊ
Ｒ
は
当
該
期
限

の
到
来
し
た
時
か
ら
遅
滞
の
責
任
を
負
う
こ
と
と
な
る
。
そ
の
場
合
の
損
害
賠
償
の
額
に
つ
い
て
は
、
日
本
鉄
道
共
済
組
合

は
、
Ｊ
Ｒ
と
の
間
で
一
定
の
金
利
を
用
い
て
計
算
さ
れ
る
損
害
賠
償
の
額
の
予
定
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
と
聞
い
て
お 

 

り
、
そ
の
場
合
に
は
当
該
額
と
な
る
。 

付
し
て
当
該
予
算
で
定
め
た
額
の
支
払
を
求
め
る
予
定
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

日
本
鉄
道
共
済
組
合
が
、
債
務
等
処
理
法
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
Ｊ
Ｒ
の
負
担
に
つ
い
て
支
払
を
求
め
る
こ
と
と
な
る
。 

五 

 



 

2 

国
鉄
改
革
に
お
い
て
は
、
日
本
国
有
鉄
道
（
以
下
「
国
鉄
」
と
い
う
。
）
と
は
全
く
別
個
の
組
織
と
し
て
Ｊ
Ｒ
が
設
立

さ
れ
、
国
鉄
の
鉄
道
事
業
を
承
継
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
の
社
員
の
共
済
制
度
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
国
鉄
共
済
組
合
が
日

本
鉄
道
共
済
組
合
と
し
て
同
一
性
を
も
っ
て
存
続
す
る
も
の
と
さ
れ
、
国
鉄
の
職
員
か
ら
Ｊ
Ｒ
の
社
員
と
な
っ
た
者
に
係

る
年
金
給
付
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
者
に
係
る
改
革
前
組
合
員
期
間
及
び
国
鉄
改
革
以
後
の
日
本
鉄
道
共
済
組
合
の
組

合
員
期
間
（
以
下
「
改
革
後
組
合
員
期
間
」
と
い
う
。
）
を
合
わ
せ
た
期
間
を
こ
れ
ら
の
者
の
組
合
員
期
間
と
し
て
給
付 

 

額
を
計
算
し
、
日
本
鉄
道
共
済
組
合
の
組
合
員
の
掛
金
及
び
事
業
主
の
負
担
金
等
を
も
っ
て
当
該
年
金
給
付
に
要
す
る
費

用
に
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
た
。 

期
間
」
と
い
う
。
）
を
計
算
の
基
礎
と
し
て
算
定
さ
れ
る
額
の
二
分
の
一
に
つ
い
て
は
、
債
務
等
処
理
法
の
規
定
に
よ 

 
 

り
、
Ｊ
Ｒ
の
負
担
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
債
務
等
処
理
法
は
、
立
法
府
で
あ
る
国
会
に
お
け
る
各
般
の
論
議
を

経
て
平
成
十
年
十
月
十
五
日
に
成
立
し
、
同
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
政
府
は
、
こ
の
法
律
を
誠

実
に
執
行
す
べ
き
責
務
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。 

日
本
鉄
道
共
済
組
合
の
長
期
給
付
事
業
は
、
平
成
八
年
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
基
づ
き
、 

 

平
成
九
年
四
月
に
厚
生
年
金
保
険
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
統
合
後
の
厚
生
年
金
保
険
の
管
掌
者
た 

六 

 



 

3 

1
で
述
べ
た
と
お
り
、
こ
の
事
業
団
の
負
担
分
の
う
ち
国
鉄
改
革
時
に
Ｊ
Ｒ
の
社
員
と
な
っ
た
者
に
係
る
改
革
前
組
合

員
期
間
を
計
算
の
基
礎
と
し
て
算
定
さ
れ
る
額
の
二
分
の
一
に
つ
い
て
は
債
務
等
処
理
法
の
規
定
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
が
負
担
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
が
、
当
該
措
置
は
、
関
係
者
の
負
担
の
公
平
を
確
保
し
、
将
来
に
わ
た
る
一
般
国
民
の
負
担
の
軽
減
を

図
る
こ
と
及
び
Ｊ
Ｒ
の
社
員
に
係
る
年
金
給
付
の
原
資
を
確
保
し
、
社
会
保
障
制
度
の
重
要
な
一
環
で
あ
る
公
的
年
金
制 

る
政
府
が
支
給
す
る
年
金
給
付
の
う
ち
国
鉄
の
職
員
で
あ
っ
た
者
に
係
る
も
の
及
び
日
本
鉄
道
共
済
組
合
の
関
係
事
業
主

で
あ
る
Ｊ
Ｒ
、
事
業
団
等
の
社
員
又
は
職
員
に
係
る
も
の
の
原
資
に
充
て
る
た
め
、
日
本
鉄
道
共
済
組
合
は
、
同
法
附
則

第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
厚
生
年
金
保
険
の
管
掌
者
た
る
政
府
に
対
し
て
所
要
額
を
移
換
金
と
し
て
納
付
す
る
も
の
と

さ
れ
た
。 

当
該
移
換
金
の
額
の
う
ち
日
本
鉄
道
共
済
組
合
の
積
立
金
で
は
不
足
す
る
額
に
つ
い
て
は
、
同
法
附
則
第
五
十
四
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
日
本
鉄
道
共
済
組
合
の
関
係
事
業
主
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
、
事
業
団
等
が
分
担
し
て
負
担
す
る
こ
と
と
さ

れ
た
が
、
当
該
不
足
す
る
額
の
う
ち
改
革
前
組
合
員
期
間
を
計
算
の
基
礎
と
し
て
算
定
さ
れ
た
額
に
つ
い
て
は
、
同
法
附

則
第
八
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
追
加
さ
れ
た
日
本
国
有
鉄
道
改
革
法
等
施
行
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第

三
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
国
鉄
が
移
行
し
た
事
業
団
が
負
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。 

七 

 



 

(二) 

仮
に
当
該
額
を
Ｊ
Ｒ
が
一
切
負
担
し
な
い
こ
と
と
す
る
と
、
当
該
額
に
つ
い
て
最
終
的
に
は
一
般
国
民
に
対
し
て
負

担
を
求
め
る
こ
と
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、

(一)
で
述
べ
た
と
お
り
Ｊ
Ｒ
の
社
員
ひ
い
て
は
こ
れ
ら
の
社
員
の
雇
用
主

で
あ
る
Ｊ
Ｒ
に
と
っ
て
有
益
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
当
該
額
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
一
般
国
民
に
す
べ
て
負
担
を
求
め

る
よ
り
も
、
関
係
事
業
主
と
し
て
利
害
関
係
を
有
す
る
Ｊ
Ｒ
も
負
担
す
る
こ
と
が
よ
り
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
。 

(一) 

日
本
鉄
道
共
済
組
合
の
移
換
金
に
係
る
事
業
団
の
負
担
分
の
う
ち
国
鉄
改
革
時
に
Ｊ
Ｒ
の
社
員
と
な
っ
た
者
に
係
る

改
革
前
組
合
員
期
間
を
計
算
の
基
礎
と
し
て
算
定
さ
れ
る
額
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
者
の
退
職
後
に
、
改
革
後
組
合

員
期
間
の
み
な
ら
ず
改
革
前
組
合
員
期
間
も
計
算
の
基
礎
と
す
る
年
金
給
付
の
原
資
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

当
該
額
の
負
担
は
年
金
給
付
と
い
う
こ
れ
ら
の
者
の
福
利
厚
生
の
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
、

ひ
い
て
は
こ
れ
ら
の
者
の
雇
用
主
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
に
と
っ
て
も
経
営
上
有
益
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

度
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運
営
を
期
す
る
こ
と
と
い
う
公
共
の
福
祉
の
実
現
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
理

由
か
ら
こ
の
よ
う
な
公
共
の
福
祉
の
実
現
の
た
め
に
合
理
的
な
範
囲
内
の
も
の
で
あ
り
、
憲
法
第
二
十
九
条
第
一
項
及
び

第
二
項
の
規
定
と
の
関
係
で
問
題
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。 

八 

 



 

(三) 

厚
生
年
金
保
険
へ
の
統
合
前
に
お
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
が
関
係
事
業
主
と
し
て
事
業
主
負
担
を
し
て
い
た
日
本
鉄
道
共
済

組
合
の
給
付
財
源
の
不
足
に
つ
い
て
他
の
被
用
者
年
金
制
度
か
ら
支
援
が
行
わ
れ
て
お
り
、
厚
生
年
金
保
険
へ
の
統
合

後
も
、
統
合
前
の
期
間
に
係
る
給
付
財
源
の
不
足
に
つ
い
て
他
の
被
用
者
年
金
制
度
か
ら
の
支
援
が
継
続
さ
れ
る
こ
と

が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
債
務
等
処
理
法
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
Ｊ
Ｒ
の
負
担
の
額
は
、
こ
れ
ら
の
支
援
に
よ
り
関
係

事
業
主
と
し
て
Ｊ
Ｒ
が
受
け
る
利
益
と
比
較
し
て
少
額
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
過
重
な

負
担
と
は
い
え
な
い
こ
と
。 

憲
法
第
二
十
九
条
第
三
項
は
、
「
私
有
財
産
は
、
正
当
な
補
償
の
下
に
、
こ
れ
を
公
共
の
た
め
に
用
ひ
る
こ
と
が
で
き 

る
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
同
項
は
、
社
会
的
に
受
認
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
制
限
の
範
囲
を
超
え
て
特
別
の
犠
牲
を
課

す
る
場
合
に
は
正
当
な
補
償
を
要
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、

(一)
か
ら

(三)
ま
で
に
述
べ
た
理
由
に
よ
り
合
理
的

な
範
囲
内
で
Ｊ
Ｒ
に
負
担
を
課
す
る
こ
と
は
、
Ｊ
Ｒ
が
受
認
す
べ
き
制
限
の
範
囲
を
超
え
る
特
別
の
犠
牲
を
課
す
る
も
の

と
は
い
え
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
補
償
を
行
う
必
要
は
な
い
と
考
え
る
。 

な
お
、
旧
国
鉄
債
務
の
Ｊ
Ｒ
強
制
負
担
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
十
年
二
月
十
七
日
内
閣

衆
質
一
四
二
第
三
号
）
の
一
及
び
二
に
つ
い
て
の
3
で
述
べ
た
他
の
被
用
者
年
金
制
度
か
ら
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
そ
れ 

九 

 



 

六
に
つ
い
て 

こ
の
国
鉄
改
革
の
実
施
に
伴
い
事
業
団
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
債
務
等
と
は
別
に
、
平
成
八
年
の
厚
生
年
金

保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
お
い
て
、
日
本
鉄
道
共
済
組
合
の
長
期
給
付
事
業
の
厚
生
年
金
保
険
へ
の
統
合
に
伴

い
厚
生
年
金
保
険
の
管
掌
者
た
る
政
府
に
対
し
て
納
付
す
る
も
の
と
さ
れ
た
移
換
金
に
係
る
積
立
金
不
足
額
に
つ
い
て
も
事 

国
鉄
改
革
の
実
施
に
伴
い
事
業
団
に
お
い
て
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
債
務
等
は
、
当
面
、
土
地
そ
の
他
の
資
産
の
処
分

等
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
昭
和
六
十
三
年
一
月
の
閣
議
決
定
に
お
い
て
は
、
そ
の
処
理
に
つ
い
て
「
土
地
処
分
収

入
等
の
自
主
財
源
を
充
て
て
も
な
お
残
る
事
業
団
の
債
務
等
に
つ
い
て
は
最
終
的
に
は
国
に
お
い
て
処
理
す
る
も
の
と
す
る

が
、
そ
の
本
格
的
な
処
理
の
た
め
に
必
要
な
「
新
た
な
財
源
・
措
置
」
に
つ
い
て
は
、
雇
用
対
策
、
土
地
の
処
分
等
の
見
通

し
の
お
お
よ
そ
つ
く
と
考
え
ら
れ
る
段
階
で
、
歳
入
・
歳
出
の
全
般
的
見
直
し
と
あ
わ
せ
て
検
討
、
決
定
す
る
」
と
い
う
基

本
方
針
が
定
め
ら
れ
た
。 

ぞ
れ
の
組
合
員
等
の
相
互
扶
助
を
本
来
の
目
的
と
す
る
共
済
組
合
等
に
、
日
本
鉄
道
共
済
組
合
の
組
合
員
で
あ
っ
た
者
に

係
る
年
金
給
付
費
用
に
充
て
る
た
め
、
拠
出
金
の
納
付
を
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
法
律
に
基
づ
き
法
人
に
金
銭
負
担

の
義
務
を
負
わ
せ
る
点
に
お
い
て
異
な
る
こ
と
は
な
い
。 

一
〇 

 



 

当
該
負
担
分
を
含
む
事
業
団
の
債
務
等
の
処
理
方
策
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
、
平
成
九
年
十
二
月
の
閣
議
決
定
に

お
い
て
初
め
て
策
定
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
で
当
該
負
担
分
に
つ
い
て
の
Ｊ
Ｒ
の
負
担
等
の
方
策
が
定
め
ら

れ
た
。
そ
の
後
、
当
該
Ｊ
Ｒ
の
負
担
等
を
定
め
た
債
務
等
処
理
法
が
、
国
会
に
お
け
る
審
議
を
経
て
平
成
十
年
十
月
十
五
日

に
成
立
し
、
同
月
二
十
二
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

債
務
等
処
理
法
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
Ｊ
Ｒ
の
負
担
は
、
関
係
者
の
負
担
の
公
平
を
確
保
し
、
将
来
に
わ
た
る
一
般
国
民

の
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
及
び
Ｊ
Ｒ
の
社
員
に
係
る
年
金
給
付
の
原
資
を
確
保
し
、
社
会
保
障
制
度
の
重
要
な
一
環
で
あ

る
公
的
年
金
制
度
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運
営
を
期
す
る
こ
と
と
い
う
公
共
の
福
祉
の
実
現
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
四

及
び
五
に
つ
い
て
の
3
の

(一)
か
ら

(三)
ま
で
で
述
べ
た
理
由
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
公
共
の
福
祉
の
実
現
の
た
め
に
合
理
的
な
範

囲
内
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。 

業
団
の
負
担
分
が
定
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
当
時
に
お
い
て
は
、
事
業
団
の
債
務
等
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
三
年
一
月
の
閣

議
決
定
に
基
づ
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
処
理
方
策
は
い
ま
だ
決
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
当
該
移
換
金
に
係
る
事
業
団
の
負
担
分
は
、
当
該
負
担
分
を
含
む
事
業
団
の
債
務
等
の
処
理
方
策
を
前

提
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。 

一
一 

 



 

七
に
つ
い
て 

こ
の
よ
う
に
、
債
務
等
処
理
法
に
お
け
る
措
置
と
平
成
八
年
の
措
置
と
で
は
、
先
に
述
べ
た
経
緯
に
よ
っ
て
初
め
て
決
定

さ
れ
る
に
至
っ
た
事
業
団
の
債
務
等
の
処
理
方
策
と
し
て
の
事
業
団
の
整
理
を
前
提
と
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
点
に
お
い

て
そ
の
事
情
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
事
情
の
変
更
が
生
じ
た
状
況
の
下
で
の
前
述
の
目
的

の
た
め
に
前
述
の
理
由
に
基
づ
く
債
務
等
処
理
法
に
お
け
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
憲
法
第
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の

規
定
と
の
関
係
で
問
題
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。 

事
業
団
の
債
務
等
の
処
理
は
、
国
鉄
改
革
以
来
の
課
題
と
し
て
必
ず
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
事
業
団

は
、
そ
の
債
務
等
の
処
理
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
存
続
意
義
が
終
了
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
、
債
務
等
処
理
法
が
国
会
で
成

立
し
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
債
務
等
の
処
理
方
策
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
事
業
団
は
解
散
す
る
こ
と
と 

 

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
御
指
摘
の
よ
う
な
事
業
団
が
解
散
し
な
い
で
存
続
し
た
ま
ま
、
Ｊ
Ｒ
に
対
し
債
務
等 

 
 

 
 

 

一
般
的
に
は
、
Ｊ
Ｒ
に
新
た
に
負
担
を
課
す
る
こ
と
が
憲
法
第
二
十
九
条
と
の
関
係
で
問
題
を
生
ず
る
か
否
か
に
つ
い
て

は
、
当
該
負
担
を
課
す
る
こ
と
が
公
共
の
福
祉
を
実
現
し
あ
る
い
は
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
合
理

的
な
範
囲
内
の
制
約
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
か
ら
判
断
す
べ
き
事
項
で
あ
る
と
考
え
る
。 

一
二 

 



 

 

一
三 

処
理
法
に
よ
り
課
さ
れ
る
よ
う
な
負
担
を
課
す
と
い
う
よ
う
な
事
例
は
、
現
状
で
は
あ
り
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

八
に
つ
い
て 

Ｊ
Ｒ
に
対
し
負
担
を
課
す
る
債
務
等
処
理
法
の
規
定
は
、
四
及
び
五
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
公
共
の
福
祉
の
実
現

の
た
め
に
合
理
的
な
範
囲
内
の
も
の
で
あ
り
、
憲
法
第
二
十
九
条
と
の
関
係
で
問
題
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え 

 

る
。 ま

た
、
憲
法
上
国
の
唯
一
の
立
法
機
関
と
さ
れ
る
国
会
に
よ
る
法
律
制
定
行
為
が
「
権
利
の
濫
用
」
な
い
し
「
条
件
付
き

権
利
の
侵
害
」
に
当
た
る
こ
と
は
想
定
で
き
な
い
。 

九
に
つ
い
て 

日
本
鉄
道
共
済
組
合
が
債
務
等
処
理
法
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
Ｊ
Ｒ
の
負
担
に
つ
い
て
支
払
を
求
め
る
こ
と
と
な
る
の 

で
、
Ｊ
Ｒ
が
支
払
を
拒
否
し
た
場
合
に
い
か
な
る
対
応
が
最
も
適
切
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
日
本
鉄
道
共
済
組
合
が
判
断

す
べ
き
問
題
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
債
務
等
処
理
法
の
適
切
な
実
施
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

 


